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中京大学は2014年に
開学60周年を迎えます

th Anniversary
2014

2012年7月25日発行

172号中京大学広報

開学17年目の1971（昭和46）年、豊田キャンパスが開設された。
当時４学部（商、体育、文、法学部）のうち体育学部が豊田に移転。
写真は、完成したキャンパスで行われた体育学部の入学式当日、
正門から3号館（左手前）、4号館（左奥）を臨む。

中京に歴史あり 1971年 ◀◀

学術とスポーツの真剣味の殿堂たれ
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❹-❺
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❼
❽
❾

10-11
12-13

キャリア形成を支援（留学／就活）
研究最前線「レスキューロボット開発」／科学研究費助成事業
中京大学の予算／梅村学園の予算
2011年度の就職状況／学生数
教育奨励賞／教育懇談会／図書館の貴重書
中京人往来「下呂市長・野村誠さん」
中京大学の決算／梅村学園の決算
学生の活動・活躍（スポーツ、学習、文化）

主な内容
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業
や
収
入
な
ど
を
聞
い
て
、日
本

と
の
比
較
を
す
る
計
画
だ
。佐
橋

花
菜
さ
ん
も「
ロ
シ
ア
は
広
大
。本

を
読
む
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、

進
化
し
て
い
る
ロ
シ
ア
を
肌
で
感

じ
て
き
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

　

指
導
に
あ
た
る
郡
伸
哉
教
授

（
ロ
シ
ア
文
学
）は「
学
生
に
求
め

る
の
は『
自
発
性
』。事
前
の
学
習

内
容
と
現
実
が
違
う
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
を
組
織

化
し
て
振
り
返
る
こ
と
も
学
生
た

ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
」と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
は
８
月
下
旬
か
ら
９

月
上
旬
に
か
け
て
、各
国
に
向
け

て
順
次
、出
発
。帰
国
後
、学
習
成

果
を
ま
と
め
、発
表
す
る
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
は
、学
生
た
ち
に

様
々
な
国
か
ら
本
学
に
学
び
に
来
て

い
る
交
換
留
学
生
と
気
楽
に
会
話
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、ラ
ウ
ン
ジ

を
開
放
し
て「
留
学
生
と
話
そ
う 

L
et’s　

国
際
交
流
」と
銘
打
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
５
〜
７
月
に
行
っ
た
。

　

ラ
ウ
ン
ジ
は
同
セ
ン
タ
ー
内
の
サ

ロ
ー
ネ
と
呼
ば
れ
る
部
屋
で
、原
則

と
し
て
日
本
語
で
の
会
話
は
禁
止
。

交
換
留
学
生
の
母
国
語（
英
語
、フ
ラ

ン
ス
語
、韓
国
語
、中
国
語
、フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
語
）を
使
っ
て
、日
本
人
学
生

１
人
も
し
く
は
２
人
が
留
学
生
１
人

と
交
流
す
る
。昼
休
み
と
夕
方
の
20

分
程
度
の
時
間
だ
が
、異
文
化
交
流

の
機
会
と
し
て
人
気
を
集
め
、春
学

期
で
約
80
人
の
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
人
の
交
換
留
学
生
と
会

話
し
た
学
生
ら
は「
ス
ポ
ー
ツ
や
映

画
、食
べ
物
の
こ
と

な
ど
を
話
題
に
し

た
が
、生
の
英
語
が

聞
け
て
よ
か
っ
た
」

「
留
学
生
と
話
す
の

は
少
し
勇
気
が
い

る
の
で
、こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
と
参
加
し
や
す

い
」と
言
う
。ま
た
、

留
学
生
た
ち
も「
文

化
や
生
活
に
つ
い

て
自
分
の
国
と
日

本
の
比
較
が
出
来
て
、と
て
も
勉
強

に
な
る
」と
話
し
て
い
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
秋
学
期（
10
月
〜

12
月
）に
も
実
施
す
る
。

　

国
際
教
養
学
部
が
秋
学
期
に
設

定
し
て
い
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１
セ
メ
ス
タ
ー
）に
参
加
す
る
学

生
た
ち
は
今
、留
学
先
の
国
の
文

化
や
社
会
事
情
を
事
前
に
学
習
す

る「
海
外
課
題
研
究
」に
余
念
が
な

い
。単
に
語
学
力
の
向
上
だ
け
で

な
く
、留
学
で
多
く
の
事
柄
を
吸

収
す
る
た
め
の「
下
地
」作
り
を
し

て
お
こ
う
と
い
う
狙
い
だ
。

　

留
学
の
対
象
国
は
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、ド
イ
ツ
、ロ
シ
ア
、中

国
の
５
か
国
で
、２
年
生
74
人
と

３
年
生
１
人
が
参
加
す
る
。こ
の

う
ち
ロ
シ
ア
に
は
２
年
生
５
人
が

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学

に
留
学
す
る
予
定
。

　

そ
の
一
人
、大
須
賀
美
緒
さ
ん

は「
ロ
シ
ア
国
内
に
お
け
る
言
語

教
育
」が
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
。

「
で
き
れ
ば
ソ
連
時
代
と
現
代
の

ロ
シ
ア
の
教
育
の
違
い
を
知
り
た

い
」と
い
い
、ソ
連
時
代
に
教
員
を

し
て
い
た
人
か
ら
聞
き
取
り
調
査

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、検

討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、正
木
加
奈
子
さ
ん
の

テ
ー
マ
は「
ロ
シ
ア
の
美
容
」。「
店

頭
に
並
ぶ
化
粧
品
を
見
る
ほ
か
、

民
間
の
美
容
法
な
ど
も
調
べ
て
き

た
い
」と
語
る
。石
川
一
也
さ
ん
は

ロ
シ
ア
の
学
生
た
ち
に
人
気
の
職

共通の言語で談笑する学生たち

郡教授から指導を受ける学生たち

　

２
０
１
２
年
度
に
本
学
か
ら
海

外
の
大
学
へ
派
遣
さ
れ
る
交
換
留

学
生
22
人
と
、秋
学
期
だ
け

に
限
定
し
た
セ
メ
ス
タ
ー

留
学
に
参
加
す
る
学
生
23

人
が
、出
発
を
間
近
に
控
え

準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

留
学
先
は
交
換
留
学
が

ア
メ
リ
カ
、フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、フ
ラ

ン
ス
の
４
か
国
15
大
学
。セ

メ
ス
タ
ー
留
学
が
ア
メ
リ

カ
、カ
ナ
ダ
の
５
大
学
。

　

留
学
生
た
ち
は
４
月
以

降
、国
際
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
事
前
研
修
を
受
け
、ビ
ザ
の

申
請
手
続
き
や
海
外
旅
行
の
保
険

手
続
き
、危
機
管
理
に
つ
い
て
学

ぶ
一
方
、６
月
下
旬
に
は
安
村
仁

志
副
学
長（
国
際
教
養
学
部
教
授
）

か
ら
日
本
や
海
外
の
国
の
歴
史
や

文
化
、宗
教
な
ど
に
つ
い
て
、英
語

で
講
義
を
受
け
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
大

学
に
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
す
る
た

め
、８
月
下
旬
に
日
本
を
出
発
す

る
国
際
英
語
学
部
２
年
、早
川
佳

那
さ
ん
は「
日
本
史
の
こ
と
は
自

分
で
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ

が
、い
ざ
英
語
で
説
明
し
よ
う
と

す
る
と
、な
か
な
か
で
き
な
い
。海

外
の
人
に
も
理
解
で
き
る
よ
う

に
、語
学
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

「Let’s 国際交流」
に80人が参加

留
学

交換留学生との会話楽しむ

教
育
＆

　
　

学
生
サ
ポ
ー
ト

国際教養学部の７５人

「海外課題研究」に意欲

交換・セメスター留学生、離陸へ

成 を 支 援

危機管理や文化の基礎学ぶ
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る
少
人
数
制
就
職
活
動
対
策
講
座

「
い
つ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
・
自

己
分
析
」が
盛
況
だ
。

　

１
ク
ラ
ス
５
〜
10
人
。キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
指
導
の
下
、

カ
ー
ド
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
す
る

中
で
、「
独
創
的
な
発
想
を
す
る
」

「
人
と
上
手
に
付
き
合
う
」な
ど
自

分
の
強
み
や
特
性
を
発
見
し
、そ

れ
に
結
び
つ
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
参

加
者
同
士
で
発
表
し
合
う
。人
に

自
分
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、就
活
の

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
や
面
接

に
役
立
て
て
も
ら
う
。

　

参
加
し
た
心
理
学
部
３
年
、森

山
駿
さ
ん
は
、ゲ
ー
ム
を
し
て
い

る
う
ち
に「
自
分
に
は
率
先
し
て

周
囲
を
先
導
す
る
力
が
あ
る
の
で

は
」と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し

て
、高
校
時
代
、サ
ッ
カ
ー
部
の
全

国
大
会
で
、選
手
登
録
か
ら
外
さ

れ
な
が
ら
も
ス
タ
ン
ド
で
応
援
団

を
結
成
、掛
け
声
の
リ
ー
ド
役
と

な
っ
た
こ
と
や
、ア
ル
バ
イ
ト
先

の
ラ
ー
メ
ン
店
で
、正
社
員
並
み

に
周
囲
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に

な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
と
い

う
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
高

橋
久
美
さ
ん
は「
自
分
１
人
だ
け

　

経
済
学
部
は
２
年
生
の
秋
学
期
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
ゼ
ミ
の
履
修
に
あ

た
っ
て
、就
職
活
動
を
模
し
て
、エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
を
基
に
選
抜

す
る
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。学
生

は
企
業
に
エ

ン
ト
リ
ー
す

る
よ
う
に
、複

数
の
ゼ
ミ
を

志
望
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

担
当
教
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、「
内

定
」を
得
ら
れ
た
ら
、そ
の
ゼ
ミ
に
所

属
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
仕
組
み

だ
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
は
、そ
の

ゼ
ミ
を
志
望
す
る
理
由
や
自
己
Ｐ

Ｒ
、こ
れ
ま
で
に
特
に
力
を
入
れ
て

勉
強
し
た
科
目
な
ど
を
書
き
込
む
。

必
修
科
目
の
成
績
を
記
入
す
る
欄
も

あ
る
が
、「
多
様
な
学
生
に
参
加
し
て

ほ
し
い
の
で
、成
績
は
選
考
の
対
象

外
」（
鈴
木
崇
児
教
授
）と
す
る
ゼ
ミ

も
あ
る
。

　

ゼ
ミ
を
履
修
す
る
２
年
生
は
約
３

０
０
人
。一
発
で「
内
定
」を
と
れ
な

い
学
生
の
た
め
に
、３
次
募
集
ま
で

行
い
、７
月
末
ま
で
に
は
所
属
ゼ
ミ

を
確
定
さ
せ
る
。複
数
の
ゼ
ミ
か
ら

内
定
を
も
ら
っ
た
学
生
は
、１
つ
を

選
ん
で
所
属
す
る
。

　

こ
の
選
抜
制
度
は
、２
年
生
の
時

点
か
ら
就
活
を
意
識
し
て
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、昨

年
度
か
ら
導
入
し
た
。同
学
部
の
増

田
淳
矢
准
教
授
は「
ど
ん
な
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
書
け
ば
、相
手
に
自

分
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
か
、ま
ず
文

章
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
。ゼ
ミ
の
選

考
基
準
が
成
績
だ
け
で
は
な
い
よ
う

に
、企
業
の
採
用
選
考
も
軸
は
一
つ

で
は
な
く
、動
機
や
意
欲
、表
現
力
な

ど
い
く
つ
も
の
物
差
し
が
あ
る
こ
と

を
学
生
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
」と
話

し
て
い
る
。

で
考
え
て
い
て
も
、な
か
な
か
自

分
の
強
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
思
い

浮
か
ば
な
い
が
、ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、人
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
」と
効
果
を
話
し
て
い
る
。

　
「
い
つ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」

は「
自
己
分
析
」の
ほ
か
、「
自
己
Ｐ

Ｒ
」「
志
望
動
機
」「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」「
面
接
」を
テ
ー

マ
に
順
次
、実
施
さ
れ
る
。平
日
の

３
・
４
時
限
目
に
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
一
室
で
開
講
さ
れ
て
お

り
、１
テ
ー
マ
１
コ
マ（
90
分
）で

完
結
す
る
。事
前
に
申
し
込
め
ば
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
。講
座
に

よ
っ
て
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
提
示

す
る
事
前
課
題
の
提
出
が
必
須
。

キャリアカウンセラーの説明に耳を傾ける受講生たち

　2012年度の国家公務員採用総合職試験（旧・国家Ⅰ
種）の結果が6月25日に人事院から発表され、本学から
6人の現役学生が合格した。法学部3人、経済学部2人、
文学部1人で、いずれも法律区分での合格。本学の資格
センターが開いている公務員の資格対策講座に通い、
勉学に励んできた。
　本学の現役学生の合格は7年連続。東海地方の私立
大学では昨年まで本学の6年連続が最高だったが、こ
の記録をさらに伸ばす結果となった。

　資格センターでは、公務員講座以外にも、行政書士、
ＡＦＰ、通関士など国家資格取得を目指す学生のため
の講座を開いている。さらに、今年から新たに文書能
力や簿記の基本的知識の習得を目指す「ビジネススキ
ル養成講座」や、技術系公務員などを目指す情報理工
学部の学生を対象とした「工学の基礎」講座など、就活
支援の講座もスタートさせた。

就
活経

済
学
部
の
ゼ
ミ
選
抜

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
で「
内
定
」

　
　

学
生
サ
ポ
ー
ト

教
育
＆

〝自分の強み〟を発見

「いつでも学べる自己分析」盛況

国家公務員総合職に６人合格
７年連続、記録更新

キャリア形
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被
災
者
救
助
に
役
立
つ

　
　
　

レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

―

レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
は
被
災

者
を
、
い
ち
早
く
探
し
当
て
る
の
が
役

目
だ
と
思
い
ま
す
。
被
災
者
探
索
の
仕

組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

被
災
者
を
救
助
す
る
に
は
、
倒
壊
し

た
家
屋
や
ビ
ル
な
ど
の
建
物
の
ど
こ
か

ら
救
助
者
が
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
か
、
ま
ず
ロ
ボ
ッ
ト
が
瓦
礫
の

中
に
進
入
し
て
、
地
図
づ
く
り
を
し
ま

す
。
建
物
内
部
は
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
で
す
。

ゴ
ミ
箱
、
倒
れ
て
い
る
机
、
柱
な
ど
、

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
目
標
物
）
を

設
定
し
て
、
救
出
経
路
を
探
り
ま
す
。

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
や
温
度
、
水
蒸
気
、

ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
を
セ
ン
サ
ー
で
検
知

し
て
、
被
災
者
の
い
る
確
率
の
高
い
場

所
を
探
し
当
て
ま
す
。

―

一
般
的
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
被

災
者
を
救
出
す
る
の
は
、
48
〜
72
時
間

が
ヤ
マ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
者
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
発
見
さ
れ
た

と
思
う
だ
け
で
安
心
し
て
、
冷
静
に
救

助
を
待
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
初
期
探

索
を
よ
り
早
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
広
範
囲
の
災

害
で
は
、
救
助
す
る
者
よ
り
も
被
災
者

の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
た
く

さ
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

情
報
を
重
ね
合
わ
せ
、
ど
の
人
か
ら
順

番
に
救
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

輸
血
や
手
術
が
必
要
か
ど
う
か
、
優
先

順
位
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
災
害
が
起
き
て
か
ら
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
被
災
地
に
運
ん
で
い
て
は
、
救
出

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。

　

そ
の
通
り
で
す
。
平
常
時
か
ら
ロ
ボ

ッ
ト
を
配
置
し
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し

た
ら
、
地
震
警
報
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し

て
自
動
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
動
す
る
シ

ス
テ
ム
や
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で

ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
被
災

現
場
に
向
か
う
車
の
中
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト

に
指
示
を
出
せ
る
よ
う
に
な
る
の
が
理

想
で
す
。
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

最
適
な
技
術
を
考
え
、
で
こ
ぼ
こ
の
地

面
で
も
足
で
移
動
で
き
、
急
な
階
段
も

上
れ
る
よ
う
に
関
節
の
角
度
を
制
御
で

き
る
よ
う
な
性
能
の
高
い
小
型
ロ
ボ
ッ

ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―

学
生
た
ち
も
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ね
。

　

学
生
た
ち
は
２
年
生
か
ら
３
年
生
に

か
け
て
、
簡
易
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
を
通

し
て
電
子
回
路
や
そ
の
周
辺
の
ハ
ー
ド

や
ソ
フ
ト
開
発
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

４
年
生
で
は
卒
業
研
究
と
し
て
、
ロ
ボ

ッ
ト
製
作
や
実
験
、
評
価
な
ど
を
行
い

ま
す
。
福
島
原
発
事
故
で
は
ロ
ボ
ッ
ト

を
操
作
で
き
る
人
が
少
な
く
、
対
応
が

遅
れ
ま
し
た
。
今
は
ロ
ボ
ッ
ト
操
縦
者

を
訓
練
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
も
研
究
し

て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
に
は
多
様

な
領
域
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
得
意
分
野
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
者
を
多
く
育
て
た
い
で
す
。

●
清
水
優
（
し
み
ず
・
ま
さ
る
）

名
古
屋
市
出
身
。
名
古
屋
工
業
大
学
機
械
科

卒
。
２
０
０
７
年
に
中
京
大
学
情
報
理
工
学

部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
准
教
授
。
２
０
０

８
年
か
ら
現
職
。
専
門
は
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
、

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
開
発
。
担
当
科
目
は
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
論
な
ど
。

　

情
報
理
工
学
部
機
械
情
報
工
学
科
の

清
水
優
准
教
授
は
、
大
地
震
で
倒
壊
し

た
家
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し
た
被

災
者
を
救
助
す
る
小
型
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
技
術
者
を
育
て
る

の
が
私
の
仕
事
」
と
い
う
清
水
准
教
授

に
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
の
意
義
を
聞
い
た
。

呪術の人類学
川田　牧人（現代社会学部教授）他編集
̶
　本書は、人類学の草創期より追
究されてきた主題である呪術の今
日的意義を明らかにするため、言
語的理解（言葉の領域）と身体的
理解（行為の領域）を架橋する作
用として捉え直す。同時に、呪術と
日常という関係性のなかで両者の
リアリティが感得されるしくみの解
明にとりくみ、理解という人間の営
みを対象とする関連諸学にも開か
れた議論を試みている。｜人文書
院。2012年3月30日刊。322頁。税
込5,250円

学び合い育ち合う子どもの育成
協同教育実践資料16
杉江　修治（国際教養学部教授）他監修
̶
　本書は、2010年度から11年度
にかけて犬山市立犬山北小学校
が取り組んできた、協同的な学び
を基礎に置く幅広い実践活動の
事例を内容としている。教師集団
による研究的実践の文化が生み
出した成果である。学級の児童相
互の協同から教師集団を含む学
校内の協同、さらには地域との協
同を実現していく努力を見ること
ができる。｜一粒書房。2012年3月
31日刊。120頁。税込2,625円

新しい体育の授業づくり
勝亦　紘一（名誉教授）、
家田　重晴（スポーツ科学部教授）編著
̶
　本書は、中京大学スポーツ科学
部の多くの教員が執筆者となり、
繰り返し読んでみたくなるような
体育科教育の明解な入門書とし
て作成したものである。体育授業
においては、生涯スポーツをめざ
して運動やスポーツの楽しさを伝
えていくために、指導者のたゆみ
ない教材研究が特に必要である。
本書がその「バイブル」となること
を期待している。｜大日本図書。
2012年3月10日刊。203頁。税込
2,100円

交通心理学
向井　希宏（心理学部教授）他編著
̶
　本書は、2012年4月開講の放
送大学「交通心理学」テキストとし
て出版され市販されている。帝塚
山大学教授の蓮花一己と向井が
分担執筆し、前半では、交通心理
学総論に引き続いて具体的な研
究例が紹介され、後半では、歩行
者、自転車などの対象集団別に研
究の取り組みが紹介されている。
交通心理学という学問が、事故防
止だけでなく、安全な社会形成と
町づくりに役立つよう願っている。
｜放送大学教育振興会。2012年3
月20日刊。 258頁。税込2,730円

2機
械
情

機
械
情

清
水
優
准
教
授
は
、
大
地

研
究

2

情
報
理
工
学
部
機

情
報
理
工
学
部
機



科学研究費助成事業

5

　
　

研
究

教
員
の

　2012年度「科学研究費助成事業」に本学
から新規15件（学術研究助成基金助成金14
件、科学研究費補助金1件）が採択された。助
成金の新規申請は42件あり、採択率は33.3
％だった。
　学部別では、国際教養学部4件、現代社会
学部・スポーツ科学部各3件、心理学部・法学
部・総合政策学部・情報理工学部各1件。
　研究種目別では、研究者が共同して行う独
創的・先駆的な「基盤研究」に7件、高い目標
設定を掲げた芽生え期の「挑戦的萌芽研究」
に4件、39歳以下の研究者が一人で行う「若
手研究」に3人。また、研究費補助金では特別
研究員の研究助成「奨励費」に1件が採択さ
れた。
　科学研究費助成事業は、人文・社会科学か
ら自然科学までの全ての分野にわたり、基礎
から応用までのあらゆる「学術研究」を発展さ
せることを目的とする「競争的研究資金」。豊
かな社会発展の基盤となる独創的・先駆的研
究に助成している。
　2011年度より、研究費が柔軟に執行できる
よう、一部の研究種目について「基金化」が図
られ、複数年度にわたる研究費の使用が可能
になった。この制度改革に伴い、従来の「科研
費」は科学研究費補助金および学術研究助
成基金助成金による科学研究費助成事業と
して取り扱われることになった。

４
氏
に

　
　

名
誉
教
授
の
称
号

　

本
学
園
理
事
会
は
、
中
京
大
学

を
定
年
退
職
し
た
元
教
授
４
氏
に

４
月
１
日
付
で
名
誉
教
授
の
称
号

を
授
与
し
た
。
本
学
の
名
誉
教
授

称
号
授
与
者
は
計
１
０
９
人
。

　

称
号
を
授
与
さ
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ん（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の

所
属
学
部
等
）。

山
田　
英
雄　
氏（
国
際
教
養
学
部
）

榊
原　　

豊　
氏（
法
学
部
）

塚
本　
隆
敏　
氏（
総
合
政
策
学
部
）

大
橋　
博
明　
氏（
国
際
教
養
学
部
）

2012年度　科学研究費助成事業（新規採択分）
学術研究助成基金助成金（単位：千円）

科学研究費補助金（単位：千円）

所属・氏名 研究課題名 補助金額 研究種目
現代社会学部教授
成　元哲
スポーツ科学部教授
來田　享子
スポーツ科学部准教授
荒牧　勇
国際教養学部教授
桑村　哲生
心理学部准教授
小島　康生
現代社会学部教授
村上　隆
総合政策学部教授
並河　良一
国際教養学部教授
浅野　豊美
現代社会学部教授
成　元哲
情報理工学部助手
長谷　博子
スポーツ科学部准教授
荒牧　勇
国際教養学部准教授
小原　嘉記
国際教養学部准教授
野村　昌司
法学部准教授
柴田　洋二郎

4,600

3,000

8,500

1,400

500

1,100

900

1,400

1,600

500

2,000

700

600

500

基盤研究（B）

基盤研究（Ｃ）

挑戦的萌芽研究

若手研究（Ｂ）

※基盤研究（B）については、一部科学研究費補助金を含む。

所属・氏名 研究課題名 交付決定額 研究種目
特別研究員（PD）
牧　義之

1,200 特別研究員奨励費

原発災害における母親のリスク対処行動の
規定要因の探索と支援策についての研究

オリンピアンを対象とするオリンピック教育
のモデル構築に関する研究

随意性の低い効果器の訓練及び非侵襲脳刺
激法による随意性向上と神経基盤の変化

魚類の社会システムと逆方向性転換―配
偶者除去実験と強制同居実験による検証

「離れる―近づく」の視点からみた親子関
係の発達に関する研究

順序のあるカテゴリカルデータのための一般
化非計量主成分分析の計量心理学的研究

食品のハラル制度の国際的不整合の実態と
その要因に関する研究

戦後日本によるアジア経済協力の起源―世
界平和維持費用としての賠償と日米特殊関係

東アジア地政学と社会紛争：日本版トランス
ナショナルな社会運動研究に向けて

におい刺激に対する快・不快感が動体視力
に及ぼす影響

スポーツと脳構造

平安時代地方支配末端組織の動態的把握

主格目的語に関する統語論的研究：英語と主
格目的語を有する言語との比較の観点から

社会保険制度における租税の役割―財
政および税制をも踏まえた総合的検討

国立国会図書館蔵特500資料群を中心とし
た戦前・戦中期検閲原本資料に関する研究

新規15件、採択率33.3％

生涯寝たきりにならないための
ピンピンコロリ体操
湯浅　景元（スポーツ科学部教授）著
̶
　体育やスポーツの分野の主要
な役割の1つは、健康や体力づく
りに貢献する運動方法を国民に
提供することである。国民4人に1
人が高齢者の時代では、生涯寝
たきりにならないための体づくり
が必要とされる。公益財団法人長
寿科学振興財団主催の講演会な
どで紹介してきた健康長寿のため
の運動方法をまとめたのが本書
である。浅田真央選手ら一流スポ
ーツ選手から学ぶ健康法も紹介
している。｜世界文化社。2012年4
月25日刊。111頁。税込1,260円

大学で読むハリー・ポッター
板倉　厳一郎（国際教養学部准教授）著
̶
　本書は、世界的ベストセラー
『ハリー・ポッター』を、キリスト教、
ジェンダー、階級、病、帝国といっ
たテーマから分析することを通じ
て、文化・文学研究の基礎を学べ
る入門書である。国際教養学部学
生の研究会発表を紹介し、授業
プリントに使用した著者自筆のイ
ラストを添え、大学の授業を目に
見えるように示している。これに加
え、映画作品の分析と英語学習へ
の活かし方も紹介している。｜松柏
社。2012年4月30日刊。186頁。税
込2,310円

ハラル認証実務プロセスと
業界展望
並河　良一（総合政策学部教授）著
̶
　経済成長が続く巨大なイスラム
市場が注目されている。しかし豚
由来成分やアルコールを忌避す
るハラル制度が、市場開拓の障害
となっている。本書は、イスラム市
場の魅力と参入障壁、ハラルの概
念、制度の実務的・技術的な内
容、市場開拓の事例について述
べている。食品企業の技術・海
外部門の実務者向けの専門書で
あるが、ハラル制度の入門書でも
ある。｜シーエムシー出版。2012年
6月1日刊。148頁。税込68,250円
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学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
予備費
消費支出の部合計

当年度消費支出超過額

表1　2012年度　中京大学資金収支予算書（単位：千円）

表2　2012年度　中京大学消費収支予算書（単位：千円）

収入の部 支出の部

消費収入の部 消費支出の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

2011年度予算
16,676,893
485,342
17,715

1,586,974
200,111

500
228,990
136,145

0
2,765,625
3,342,662
△3,252,373
16,074,756
38,263,340

2012年度予算
16,027,496
482,113
10,060

1,586,741
189,771
939,202
182,575
130,691
8,000,000
2,722,515
5,105,776

△3,172,395
15,141,419
47,345,964

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

2011年度予算
9,856,422
4,593,990
1,917,491
14,451
400,588
3,264,578
667,316
1,583,675
1,278,690
70,500

△525,780
15,141,419
38,263,340

2012年度予算
10,914,648
4,108,424
1,523,517
80,337
384,486

18,895,131
1,950,722
1,050,010
542,461
66,500

△2,601,587
10,431,315
47,345,964

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

2011年度予算
16,676,893
485,342
51,612

1,586,974
200,111
228,990
84,470

19,314,392
△2,495,543
16,818,849

2012年度予算
16,027,496
482,113
12,452

1,586,741
189,771
182,575
54,630

18,535,778
△10,577,580
7,958,198

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
予備費
消費支出の部合計

当年度消費支出超過額

2011年度予算
9,972,311
6,342,748
2,162,193
14,451
567,936
70,500

19,130,139

2,311,290

2012年度予算
10,545,051
5,808,103
1,791,792
80,337
25,601
66,500

18,317,384

10,359,186

表3　2012年度　梅村学園資金収支予算書（単位：千円）

表4　2012年度　梅村学園消費収支予算書（単位：千円）

収入の部 支出の部

消費収入の部 消費支出の部

2012年度 中京大学の予算

2012年度 梅村学園の予算

　先般の学園評議員会及び理事会におきまして、中京大学の
2012年度予算が決定されましたので概要を説明します。資金収
支予算書は表1、消費収支予算書は表2のとおりです。
●資金収支予算書（表１）
〈収入の部〉
１．学生生徒等納付金収入：143億52百万円を計上しました。予算
学生数の見込みにより、2011年度予算に比べ3.5%の減少となりました。
２．手数料収入：4億10百万円を計上しました。ほとんどが入学検定料です。
３．補助金収入：5億65百万円を計上しました。国庫からの補助金
が主なものです。
４．資産運用収入：受取利息等の収入で、1億84百万円を見込みました。
５．借入金等収入：施設取得のため、80億円を計上しました。
〈支出の部〉
１．人件費支出：77億73百万円を計上しました。前年度予算と比
べ5.7%増加しています。
２．経費支出：情報教育関連経費、研究費、学生募集経費など、
教育研究経費と管理経費で構成されています。あわせて49億89
百万円で、前年度予算と比べ11.2%の減少です。
３．施設関係支出：新1号館・11号館の建築をはじめとした名古屋
学舎整備事業、豊田学舎2号館・7号館の耐震工事、校地取得、そ
の他校内整備などの事業費として188億66百万円を計上しました。
４．設備関係支出：名古屋学舎新1号館・11号館の教室設備、情
報機器、図書費などの支出として19億12百万円を計上しました。
●消費収支予算書（表２）
１．帰属収入：157億35百万円を計上しました。前年度予算と比
べ3.7%の減少となっています。
２．基本金組入額：組入額として103億58百万円を計上しました。大
型施設の取得等により、前年度予算と比べ81億79百万円増加しました。
３．消費収入：基本金組入額が大幅に増加したため、帰属収入か
ら基本金組入額を控除した消費収入は53億76百万円で、前年度
予算と比べ大きく減少しました。
４．消費支出：144億59百万円を計上しました。前年度予算と比
べ5.3%減少しています。
５．消費収支差額：帰属収入は消費支出を上回っていますが、基
本金組入額が大きく、結果として、消費収入から消費支出を差し引
いた収支差額は90億83百万円の支出超過が見込まれています。

　梅村学園の予算も同様に決定されました。その資金収支予算
書は表3、消費収支予算書は表4のとおりです。
　消費収支予算の収入の部では、帰属収入は185億36百万円を
計上しました。2011年度予算と比べ4.0%減少しています。学生
生徒等納付金収入は、160億27百万円を計上しました。各学校の
学生生徒園児数の見込みにより、前年度予算と比べ3.9%減少し
ています。また、補助金収入は、国庫からの補助金と地方公共団
体からの補助金とを合わせ前年度予算とほぼ同額の15億87百
万円を計上しました。
　基本金組入額は105億78百万円で前年度予算と比べ80億82
百万円増加しました。その結果、帰属収入から基本金組入額を差
し引いた消費収入の予算額は79億58百万円で、前年度予算と比
べ大きな減少となりました。

　消費支出の予算額は183億17百万円で、同4.2%の減少です。人件費支出
は105億45百万円を計上しました。前年度予算と比べ5.7%の増加です。また、
各学校の教育研究経費と管理経費は合わせて76億円を計上しました。
　このような帰属収入と基本金組入額の予算により、消費収入から消費支出
を差し引いた収支差額は103億59百万円の支出超過が見込まれていますが、
帰属収入は消費支出を上回っています。
　次に、資金収支予算のうち、施設及び設備整備事業費は208億46百万円
を計上しました。中京大学での施設設備整備費をはじめとして、附属中京高等
学校ではIT教育設備整備を、三重高等学校では体育館の改修工事等を行な
い、その他図書等の充実を図ります。　　　　　　　　　（理事　鬼頭 俊二）

科目 科目

科目 科目

2011年度予算
14,871,928
412,400
7,200

565,069
194,300
226,890
65,000

16,342,787
△2,178,834
14,163,953

2012年度予算
14,352,285
410,458

0
565,290
184,300
182,375
40,000

15,734,708
△10,358,317
5,376,391

2011年度予算
7,482,303
5,477,498
1,717,246

1,324
547,178
50,000

15,275,549

1,111,596

2012年度予算
7,775,940
4,977,316
1,565,461
70,425
20,000
50,000

14,459,142

9,082,751

2011年度予算
14,871,928
412,400
7,200

565,069
194,300

0
226,890
65,000

0
2,482,405
2,799,760
△2,531,112
14,349,501
33,443,341

2012年度予算
14,352,285
410,458

0
565,290
184,300
939,202
182,375
40,000

8,000,000
2,439,675
4,636,000

△2,484,405
13,800,340
43,065,520

2011年度予算
7,357,181
4,127,285
1,491,612

1,324
115,000
3,163,603
628,151
1,583,675
1,612,004
50,000

△486,834
13,800,340
33,443,341

2012年度予算
7,773,324
3,668,823
1,319,741
70,425
110,000

18,866,386
1,912,101
1,050,010
867,068
50,000

△2,498,377
9,876,019
43,065,520



キャリアセンター内で企業研究や面談をする学生たち

7

日本文学・日本語文化
国際英語学
英米文化学
実験・応用心理学
臨床・発達心理学
社会学
法律学
経済学
総合政策学
経営学
商学
情報科学
認知科学
メディア科学
情報認知科学
体育学
ビジネス・イノベーション
法務

文学
国際英語学

心理学

社会学
法学
経済学

経営学
商学
情報科学

体育学
ビジネス・イノベーション
法務

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）

（　）
（　）

4
3
0
4
26
1
6
13
7
14

53
4
9

40
21

3
3
0
3
19
0
0
6
5
3

2
0
2

3
1

205
（50）

48
（15）

37
（8）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
（　）37 8

̶
̶

̶
̶

̶

̶

̶

̶
̶

（　）

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）

1

3
2
4
2
0
2
5
1

7
6
15

1

0
2
2
1
0
0
1
0

3
1
4

研究科 専攻 修士課程 博士課程 専門職
学位課程

合計

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）

84
89
95
99
113
197
297

348
252
334
356
119
119
127

150
298
120

57
61
55
74
79
130
121

106
116
80
148
7
15
2

46
78
48

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）
（　）

80
90
100
95
107
180
277

318
246
337
361
127
123
121
3

143
285
94
3

54
67
78
70
83
132
112

97
111
80
128
10
19
4
0

43
72
44
1

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　）
（　）
（　）

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）

99
86
96
88
119
178
310

361
247
352
349
124
126
122
5

411
103

67
61
74
67
95
117
149

97
118
85
144
12
20
1
0

117
47

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

（　）
（　）

83
98
89
101
123
165
312
3

420
263
399
384
138
130
127
103
2
1
1
13

458
96

66
69
75
78
90
120
127
1

107
116
90
138
8
9
1
3
0
0
0
0

121
38

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

346
363
380
383
462
720
1,196

3
1,447
1,008
1,422
1,450
508
498
497
111
2
1
1
13
293
583
214
872
199

244
258
282
289
347
499
509
1

407
461
335
558
37
63
8
3
0
0
0
0
89
150
92
239
85

学部 学科 4 計321
文

国際英語

国際教養
心理
現代社会
社会
法
総合政策
経済
経営
情報理工

情報科

生命システム工
スポーツ科

体育

日本文
言語表現
国際英語
英米文化
国際教養
心理
現代社会
社会
法律
総合政策
経済
経営
情報システム工
情報メディア工
機械情報工
情報知能
情報科
認知科
メディア科
身体システム工
スポーツ教育
競技スポーツ科
スポーツ健康科
体育科
健康科

年次

学 部

大 学 院

3,197
（1,223）

3,090
（1,205）

3,176
（1,271）

3,509
（1,257）

12,972
（4,956）合計

̶ ̶ ̶

̶
̶ ̶̶
̶ ̶̶
̶ ̶̶
̶ ̶̶

̶
̶
̶

̶
̶
̶

̶
̶
̶

◆学生数［2012年5月1日現在・（　）内は女子内数］

　今春の卒業生の就職率（分母は卒業者から大学院進学者
を差し引いた人数）は、80.0％で前年に比べ6.5％改善した。
キャリアセンターに登録し、情報提供やアドバイスを受けなが
ら就職活動をしてきた卒業生を分母にした場合は、実に
96.0％の就職率になる。
　キャリアセンターは「時期や状況に応じたサポートプログラ
ムを各種用意しています。積極的に活用を」と呼び掛けている。

　在学生の図書館利用者（入館者）は、昨年1年間で約46万
人、1日平均約1,600人。貸し出した本は年間70,000冊、学生
一人当たりの平均は5.3冊になる。
　図書館サービスには、学生たちの学習や研究を支援する

ために、要望に
応えて本を購
入するリクエス
トサービス、調
査・研究に図
書館員が協力
するレファレン

スサービスなどもある。
　図書館員は「読書のほか、調査にも図書館を大いに利用し、
知的興味を広げていこう」と学生たちに呼び掛けている。　中京大生のキャンパスライフや活動状況を、データとともに

順次紹介していく。今回は学生数、就職率、図書館の利用状況
を掲載。

データで見る中京大生

学生数は1万3,262人
男女比＝62％：38％、東海3県以外から3,050人

2012年3月卒業生の就職率
全体80.0％、就職希望者は96.0％

1年間で延べ46万人の学生が利用
「読書、調査で知的興味を広げよう」

就　職　率

学　生　数

図書館の利用

◆就職率［2012年3月卒業生］
男子 女子 合計

卒業者【Ａ】
就職希望者【Ｂ】
就職決定者【Ｃ】
大学院進学者【Ｄ】
就職希望者の就職率【Ｃ／Ｂ】
就職率【Ｃ／（Ａ－Ｄ）】

2,016人
1,590人
1,516人
74人
95.3％
78.1％

1,148人
967人
938人
23人
97.0％
83.4％

3,164人
2,557人
2,454人
97人
96.0％
80.0％

◆在学生の図書館利用データ［2011年度］※概数

入館者（学生）

貸し出し数（学生）

蔵書

閲覧席数

年間
1日平均
人数
冊数
収容可能数
蔵書数

460,000人
1,600人
35,000人
70,000冊
130万冊
97万冊
1,145席

　本学の学生数は、学部生が12,972人、大学院生が290人
の合計13,262人（5月1日現在）になる。
　男女比は、男性が62％、女性が38％。文、国際英語、国際教
養、心理の4学部は女性が男性を上回っている。出身地域では
愛知県が53％で最多、東海3県で76％を占める。一方で、それ
以外の地域からの学生も3,050人以上在籍している。



　

在
学
生
の
保
護
者
を
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象
に
開
催

し
て
い
る
「
教
育
懇
談
会
」
が
６
月

９
日
の
名
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屋
キ
ャ
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会
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皮
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に
７
月
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の
長
崎
会
場
ま

で
、
全
国
29
会
場
で

開
催
さ
れ
、
計
２
３

０
０
人
が
参
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し
た
。

　

懇
談
会
は
保
護
者

と
大
学
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
中
京
大
学
教
育
後
援
会
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杉
野
邦
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会
長
）が
主
催
し
て
お
り
、

教
育
方
針
、
教
育
内
容
や
学
生
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を
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。

　

６
月
の
名
古
屋
会
場
で
杉
野
会
長

は
「
子
ど
も
た
ち
が
有
意
義
な
学
生

生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
挨
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。
安

村
仁
志
副
学
長
は
「
よ
り
よ
い
教
育

を
す
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
充
実

感
を
得
て
幸
せ
に
、
教
職
員
は
達
成

感
を
得
て
幸
せ
に
な
る
。
み
ん
な
の

幸
せ
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　

全
国
29
会
場
で
開
催

２
０
１
２
年
度　
教
育
懇
談
会

ロ
ス
で
総
会　
26
人
参
加

同
窓
会
ア
メ
リ
カ
支
部
総
会

大
藤
氏
が
講
演

学
校
部
会

教
育
後
援
会
・

　
　
　

同
窓
会
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同
窓
会
ア
メ
リ
カ
支
部
の
総
会
が

２
月
25
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
ト

ー
ラ
ン
ス
市
で
開
催
さ
れ
、
短
期
研

修
で
訪
米
中
の
国
際
英
語
学
部
の
学

生
６
人
を
含
む
26
人
が
参
加
し
た
。

大
学
か
ら
は
梅
村
清
英
理
事
（
同
窓

会
副
会
長
）、
境
賛
三
名
誉
教
授
、
榎

木
薗
鉄
也
・
国
際
英
語
学
部
教
授
ら

が
出
席
。「
国
際
交
流
そ
ろ
ば
ん
大

会
」
の
た
め
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
滞
在

中
の「
暗
算
11
年
連
続
日
本
一
」黒
川

譲
二
さ
ん（
１
９
７
１
年
商
学
部
卒
）

も
駆
け
つ
け
、
片
岡
武
司
校
友
会
本

部
長
の
進
行
で
賑
や
か
に
懇
親
し
た
。

　

同
窓
会
愛
知
県
学
校
部
会
の
総
会

が
６
月
２
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。
新
任
22
人
を
含
む
89

人
の
教
員
と
梅
村
清
英
理
事
ら
本
学

関
係
者
18
人
が
参
加
、「
人
間
の
成

長
な
く
し
て
野
球（
技
術
）の
進
歩
な

し
」
と
題
し
た
大
藤
敏
行
氏
（
中
京

大
中
京
高
校
硬
式
野
球
部
顧
問
）
の

講
演
に
聞
き
入
っ
た
。
こ
の
後
、
ア

レ
ー
ナ
２
１
１
で
懇
親
会
を
開
き
、

壇
上
に
上
が
っ
て
挨
拶
す
る
新
任
教

員
た
ち
に
皆
で
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

江
戸
前
期
の
１
６
１
１
年
（
慶
長
16
年
）、
16
歳
で
天

皇
に
即
位
し
、
34
歳
で
皇
女
に
譲
位
し
た
後
、
四
代
51

年
間
に
わ
た
り
院
政
を
し
い
た
後
水
尾
院
。
本
書
は
、

宮
廷
歌
壇
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
院
が
行
っ
た
和
歌
・

歌
学
指
導
の
受
講
記
録
で
あ
る
。

「
御
便
覧
」
の
寸
法
は
縦
13
・
８
㌢
、
横
22
・
６
㌢
で
、

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
は
１
３
６
㌻
。
後
水
尾
院

に
よ
る
歌
学
の
講
義
や
当
時
の
歌
人
が
詠
ん
だ
和
歌
な

ど
を
書
き
留
め
た
も
の
で
「
寛
文
三（
年
）十（
月
）二（
日
）

御
連
歌
の
時　

御
相
談
也
」
な
ど
と
日
時
の
注
記
を
付

し
て
い
る
。

　

後
水
尾
院
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
公
卿
・
日
野
弘

資
が
記
録
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
宮
廷
歌
壇
の
実
態

を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
名
の
書
は
、
本
学
の
他
に
宮
内
庁
書
陵
部
、
京
都

大
学
な
ど
の
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
の
形
態
も

内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
る
。
諸
本
相
互
の
関
係

や
他
の
歌
書
と
の
関
連
に
つ
い
て
今
後
の
研
究
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　

本
学
所
蔵
本
は
「
中
京
大
学
図
書
館
学
紀
要
」
20
号

（
１
９
９
９
年
）、
22
号
（
２
０
０
１
年
）
に
前
半
部
分
が

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
国
際
教
養
学
部
教
授　

小
髙
道
子
）

図書館の貴
重
書

訃
報

名
誉
教
授

（
元
法
学
部
教
授
）

家
崎　
宏
さ
ん

（
い
え
ざ
き
・
ひ
ろ
し
）

　

５
月
２
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

81
歳
。
１
９
５
７
〜
２
０
０
３
年

在
職
。
民
法
。

先
代
御
便
覧
　

（
貴
１
１
９
）

後
水
尾
院
歌
学
の
受
講
記
録

　

学
業
成
績
の
優
秀
者
を
表
彰
す
る

「
２
０
１
２
年
度　
教
育
奨
励
賞
」
に

各
学
部
学
科
の
１
９
０
人
が
選
ば
れ
、

７
月
２
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
中
京
大
学
教
育
後
援
会
（
杉
野

邦
廣
会
長
）
が
、
修
学
意
欲
を
一
層

高
め
る
た
め
毎
年
表
彰
し
て
い
る
も

の
で
、
１
・
２
・
３
年
の
各
年
次
に

修
得
し
た
科
目
の
成

績
評
価
が
高
い
学
生

に
表
彰
状
と
奨
励
金

を
授
与
し
て
い
る
。

　

授
与
式
で
杉
野
会
長
は
「
就
職
の

厳
し
い
時
代
だ
が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
刺
激
し
あ
い
、
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
。
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
一
層
の
努
力
を
求

め
、
北
川
薫
学
長
は
「
受
賞
を
契
機

に
大
人
と
し
て
自
立
し
、
大
学
の
柱

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め

て
祝
福
し
た
。

　

各
学
部
の
１
９
０
人
を
表
彰

２
０
１
２
年
度　
教
育
奨
励
賞

ご　
み
ず
の
お
い
ん

ひ
ろ

す
け



　
　

教
育
後
援
会

同
窓
会
・
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目
的
も
っ
て
勉
強
を

　

今
年
４
月
、
岐
阜
県
下
呂
市
長
に
再

選
さ
れ
た
。
中
京
大
学
を
卒
業
し
て
40

年
余
り
。「
学
生
時
代
に
法
律
を
学
ん

だ
お
か
げ
で
、
一
般
的
な
法
律
用
語
が

理
解
で
き
る
」
と
語
る
。

　

と
い
っ
て
も
、
勉
強
一
筋
の
学
生
生

活
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。「
鉄
道
好

き
の
仲
間
７
、
８
人
で
四
国
へ
列
車
の

旅
に
出
か
け
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
泊

ま
り
歩
い
た
り
、
長
野
県
の
村
へ
キ
ャ

ン
プ
に
行
っ
た
り
し
た
こ
と
が
思
い
出

に
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　

学
生
運
動
が
盛
ん
な
時
代
で
、
授
業

が
休
講
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
先

生
も
個
性
的
な
人
が
多
か
っ
た
。イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
調
べ
ら
れ
る
現
代

の
学
生
と
違
っ
て
、
週
刊
誌

の
記
事
を
参
考
に
答
案
を
書

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
労
働

法
の
試
験
で
は
優
が
も
ら
え

嬉
し
か
っ
た
」
と
懐
か
し
む
。

　

当
時
は
地
下
鉄
も
な
く
、

八
事
ま
で
路
面
電
車
が
走
っ

て
い
た
。
校
舎
も
木
造
の
２

階
建
て
。
ハ
イ
テ
ク
機
器
に

囲
ま
れ
た
現
在
の
教
育
環
境

と
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

面
積
の
92
％
を
山
林
で
占
め
る
下
呂

市
は
名
古
屋
市
の
水
源
地
だ
が
、
過
疎

化
と
高
齢
化
が
進
ん
で
山
は
手
入
れ
不

足
。農
林
業
の
後
継
者
難
が
悩
み
の
種
だ
。

　

厳
し
い
就
活
に
直
面
し
て
い
る
学
生

た
ち
に
「
自
分
の
適
性
を
見
極
め
、
目

的
を
も
っ
て
勉
強
を
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
る
一
方
で
、「
も
し
農
林
業
に

関
心
の
あ
る
学
生
が
い
れ
ば
、
大
学
と

提
携
し
て
、田
植
え
や
稲
刈
り
、枝
打
ち

や
間
伐
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
う
制
度

を
作
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
」
と
い
う
。

●
下
呂
市
出
身
。
１
９
７
１
年
法
学
部
卒
。
下

呂
市
議
会
議
員
、
同
議
長
を
経
て
、
２
０
０
８

年
か
ら
下
呂
市
長
。
現
在
、
２
期
目
。
趣
味
は

読
書
で
、
中
国
の
動
乱
期
を
描
い
た
三
国
志
が

愛
読
書
。「
武
勇
だ
け
で
な
く
、知
徳
の
あ
る
劉

備
（
蜀
の
初
代
皇
帝
）
に
引
か
れ
る
」
と
い
う
。

日
本
で
は
勝
海
舟
を
尊
敬
す
る
。
63
歳
。

野　
村　　

誠　
さ
ん

岐
阜
県
下
呂
市
長

編　集　記
　この広報誌がお手元に届く頃、
ロンドン五輪が開幕します。陸上
400メートル障害の中村明彦選手、
400メートルリレーの市川華菜選
手、棒高跳びの山本聖途選手、そ
してパラリンピックで200メート
ルなど3種目に出る佐藤圭太選手。
本学体育学部から実に4人もの学
生が出場します◆豊田と名古屋キ
ャンパスで開かれた壮行会。選手
たちはコーチや仲間、家族ら支え
てもらった周囲の人々に、心から
感謝の言葉を語りました。義足を
つけた佐藤選手の目には涙が光っ
ていました◆五輪組だけではあり
ません。酷暑の中、海外留学する
多くの学生が、期待と不安を胸に
日本を旅立ちます。厳しい就職戦
線に立ち向かう4年生もいます。
インターンシップにアルバイトに
と、それぞれの「夏」を駆け抜け
ます◆大学も進化を続けます。
18、19ページに、来春、誕生する
「工学部」の特集を掲載しました。
機械システム工学科、電気電子工
学科、情報工学科、メディア工学
科、4つの学科が「工学部」とい
う車づくりを支えるイメージ図が
印象的です。限界に挑むトップア
スリートたちに声援を送りつつ、
自らも何かに挑戦する「夏」であ
りたいと思っています。（か）

　在学生の保護者らで組織する本学教育後援会の役員会と、同窓
生で組織する本学同窓会の常任理事会が5月19日、名古屋市内でそ
れぞれ開かれ、2011年度決算案および2012年度予算案を承認した。

2011年度　教育後援会　決算（単位：円）

収入 支出
前期繰越金
会費
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金

合計

57,787,130
190,695,000

59,596
5,285

0
113,100

248,660,111

教育懇談会開催費
会報発行費
通信費
奨学費
課外活動援助費
教育厚生費
各会開催費
事務局運営費
雑費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備金
次期繰越金
合計

45,435,906
3,827,250
6,684,383
4,250,000
320,000

25,269,770
1,319,096
1,459,361
154,476
1,000,000
164,720

13,059,170
63,000,000
82,715,979
248,660,111

2011年度　同窓会　決算（単位：円）

収入 支出
前期繰越金
会費
支部同窓会参加会費
全国同窓会参加会費
名刺交換会参加会費
中京大学UCSカード販売協力金
受取利息
預金（振込手数料）
その他収入
戻入金
以下余白

合計

78,850,853
182,379,685
2,028,000
78,000

1,626,100
239,111
62,689
11,935

2,883,075
7,946,741

276,106,189

支部同窓会開催費
全国支部総会費
ホームカミングデー開催費
会報発行費
通信費
広告費
奨学費
課外活動奨励賞
課外活動援助費
記念品等作製費
各会開催費
事務局運営費
学術・スポーツ活動奨励寄付金
雑費
入学辞退者等会費返金費
大学設備整備事業費
教育事業支援準備費
次期繰越金
合計

33,036,655
3,172,191
2,269,545
6,355,013
25,811,779

30,000
48,330,000
6,950,000
840,000
8,414,995
10,301,032
1,126,601
2,000,000
866,810
1,880,245
1,505,250
50,000,000
73,216,073
276,106,189

教育後援会、同窓会の決算承認
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2011年度 梅村学園の決算

　学園の決算も同様に確定しましたので、その概要を説明します。
　2011年度の消費収支計算書は図表4のとおりです。
　消費収入の部では、帰属収入が194億39百万円で、予算を上
回ることができました。そのうち学生生徒等納付金は167億73百
万円で、帰属収入における構成比率は86.3%となっています。補
助金は15億66百万円で、帰属収入に占める割合は8.1%です。寄
付金は86百万円でした。
　次に、基本金に組み入れた額は、有形固定資産等の増加に伴
う第1号基本金など24億34百万円でした。したがって、2011年度
の消費収入は170億5百万円となりました。
　一方、消費支出の部は、総額185億48百万円で、予算内での執
行となりました。支出のうち、人件費は99億13百万円、消費支出
における構成比率は53.4%となっています。また、教育研究経費
は60億7百万円で、前年度に比べ減少し、消費支出に占める割合
は32.4%となっています。なお、資産処分差額は主に建物の取壊
しによるものです。
　消費収入から消費支出を差し引いた結果は15億43百万円の
支出超過となりました。これは施設設備の取得により、基本金組
入れ額が増加したことが大きな要因となっています。
　この消費収支計算書の帰属収入、消費支出の構成比率は図表
7、図表8のとおりです。また、図表9は、消費収支計算書関係の財
務比率の推移を示しています。
　次に、資金収支計算書（図表5）の科目ですが、施設整備への支
出は32億62百万円、機器備品・図書などへの支出は5億69百万
円でした。借入金については4億5百万円の返済を行いました。
　貸借対照表の概要は図表6のとおりです。資産総額は922億83
百万円で、前年度に比べ0.2%増加しています。一方、負債の総額
は122億9百万円で、前年度に比べ5.5%減少しました。また、基本
金と消費収支差額を合わせた額は800億74百万円で、前年度に
比べ1.1%増加しました。主な貸借対照表の関係比率は図表10の
とおりですが、いずれも財務構造は安定的に推移していることを
示しています。
　なお、中京大学及び梅村学園の消費収支計算書及び資金収
支計算書の予算額については予備費振替後のものです。

（理事　鬼頭俊二）

設備の修繕、維持、保全に要する経費④
学生募集のために要する経費⑤補助活
動事業のうち食堂、売店のために要する
経費等に該当することが明らかな経費が
管理経費とされます。それ以外の経費に
ついては、主たる使途に従って教育研究
経費か管理経費のいずれかに含めます。
光熱水費等のように双方に関連するもの

は校舎面積等で按分しています。
「基本金」
基本金とは、学校法人が教育・研究等諸
活動の計画に基づき必要な資産を継続
的に保持するために維持すべきものとし
て、帰属収入の中から組み入れた金額を
いいます。

収入の部 支出の部

消費収入の部 消費支出の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

16,772,953
478,375
18,449

1,566,447
216,867

500
227,227
168,781
2,867,965
3,339,089
△3,305,863
16,074,756
38,425,546

16,676,893
485,342
17,715

1,586,974
200,111

500
228,990
136,145
2,765,625
3,342,662

△3,252,373
16,074,756
38,263,340

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

9,850,961
4,261,974
1,801,539
13,978
405,382
3,261,804
568,763
1,583,672
1,208,057

̶
△727,253
16,196,669
38,425,546

9,885,857
4,594,872
1,917,908
14,451
405,383
3,265,164
667,316
1,583,675
1,280,783
32,292

△525,780
15,141,419
38,263,340

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

16,772,953
478,375
86,036

1,566,447
216,867
227,227
90,838

19,438,743
△2,434,062
17,004,681

16,676,893
485,342
51,612

1,586,974
200,111
228,990
84,470

19,314,392
△2,495,543
16,818,849

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
予備費
消費支出の部合計

当年度消費支出超過額

9,913,132
6,007,341
2,048,855
13,978
564,656

̶
18,547,962

1,543,281

9,972,311
6,343,630
2,162,823
14,451
569,969
66,955

19,130,139

2,311,290

図表５　2011年度　梅村学園資金収支計算書（単位：千円）

図表４　2011年度　梅村学園消費収支計算書（単位：千円）

固定資産
　有形固定資産
　　土地
　　建物
　　構築物
　　教育研究用機器備品
　　その他の機器備品
　　図書
　　車両
　　建設仮勘定
　その他の固定資産
　　ソフトウェア
　　電話加入権
　　有価証券
　　長期貸付金
　　長期前払金
　　退職給与引当特定資産
　　減価償却引当特定資産
　　奨学資金特定資産
　　将来計画準備引当特定資産
　　第3号基本金引当資産
　　その他固定資産
流動資産
　　現金預金
　　未収入金
　　仮払金
　　前払金
資産の部合計

75,528,404
52,430,335
1,395,161
34,018,862
3,945,932
1,413,305
162,563
9,147,677
30,835

2,316,000
23,098,069

56,773
5,574
38,100
116,012
260,796
3,101,440
9,505,000
2,820,000
3,081,670
70,381

4,042,323
16,754,996
16,196,669
485,066
47,126
26,135

92,283,400

図表６　2011年度　梅村学園貸借対照表（単位：千円）
資産の部

固定負債
　　長期借入金
　　退職給与引当金
流動負債
　　短期借入金
　　未払金
　　前受金
　　預り金
負債の部合計

7,710,375
791,555
6,918,820
4,499,047
384,482
640,018
2,867,965
606,582

12,209,422

負債の部

　　第1号基本金
　　第3号基本金
　　第4号基本金
基本金の部合計

75,465,635
70,381

1,520,000
77,056,016

基本金の部

　　翌年度繰越消費収入超過額
消費収支差額の部合計

負債の部、基本金の部及び　
消費収支差額の部合計

3,017,962
3,017,962

92,283,400

（注）長期性預金はその他固定資産に含む。

図表９　梅村学園消費収支計算書関係比率（単位：％）

学生生徒等納付金比率
補助金比率
人件費比率
教育研究経費比率
消費収支比率

評価
△
△
▼
△
▼

納付金/帰属収入
補助金/帰属収入
人件費/帰属収入
教育研究経費/帰属収入
消費支出/消費収入

2007年度
78.0
8.9
49.2
28.0
101.4

2008年度
82.9
8.7
51.5
30.3
98.8

2009年度
83.8
9.3
51.8
30.4
106.7

2010年度
82.8
7.3
72.5
29.8
123.5

図表10　梅村学園貸借対照表関係比率（単位：％）

固定比率
固定長期適合率
流動比率
総負債比率
自己資金構成比率

評価
▼
▼
△
▼
△

固定資産/自己資金
固定資産/自己資金+固定負債
流動資産/流動負債
総負債/総資産
自己資金/総資産

2007年度
91.0
85.4
337.4
11.6
88.4

2008年度
91.7
86.4
330.9
11.0
89.0

2009年度
92.1
86.9
338.8
10.5
89.5

2010年度
95.1
86.4
338.1
14.0
86.0

2011年度
86.3
8.1
51.0
30.9
109.1

2011年度
94.3
86.0
372.4
13.2
86.8

（注）△高い値が良い　▼低い値が良い　といわれています

図表７ 図表８

消費支出の
構成比率 人件費

53.4%
学生生徒等納付金
86.3%

補助金
8.1%

教育研究経費
32.4%

管理経費
11.0%

その他
3.1%

その他
5.7%

帰属収入の
構成比率

（梅村学園） （梅村学園）

科目 予算額 決算額 科目 予算額 決算額

科目 予算額

科目 金額 科目 金額

科目 金額

科目 金額

科目 金額

決算額 科目 予算額 決算額

消費収支差額の部

算式

算式
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2011年度 中京大学の決算

　先般、中京大学の2011年度決算が確定しました。各計算書に
ついては図表1及び図表2のとおりですが、消費収支計算書の決
算数字を中心としてその概要を説明します。
●消費収支計算書（図表１）
１．学生生徒等納付金：149億67百万円で前年度とほぼ同じ金
額となりました。帰属収入に対する構成比率は91.1%となってい
ます。構成割合は収入の各科目間の相対的なものでもあり、他の
収入科目の増減によっても左右されますが、この構成比率は高い
水準が続いています。なお、2011年5月1日現在の学生総数は
13,542人でした。
２．手数料：このうち96.9%が入学検定料です。検定料収入は3億
95百万円、前年度に比べて94百万円の減少となりました。また、
帰属収入に対する構成比率は2.5%となっています。2012年度入
試の志願者は31,850人でした。
３．寄付金：特別寄付金が8百万円、現物寄付金が32百万円でし
た。帰属収入に対する構成比率は0.2%となっています。
４．補助金：5億21百万円、帰属収入に占める割合は3.2%となっ
ています。このうち経常費補助金は5億3百万円で前年度に比べ
て28百万円の増加となりました。また、経常的経費に対する割合
は4.3%でした。
５．資産運用収入：2億9百万円で、前年度に比べ12百万円、
5.3%の減少となりました。帰属収入に対する割合は1.3%です。う
ち、受取利息収入の割合は62.9%です。
６．事業収入：受託事業およびオープンカレッジ等受講料の収入
です。この収入は2億25百万円、前年度に比べて2百万円の増加
となりました。
７．帰属収入：収入の合計は164億38百万円であり、対前年度比
3億57百万円、2.1%の減少となりました。
８．人件費：74億62百万円で、対前年度比36.0%と大きく減少し
ました。これは前年度に退職給与引当金の計上基準を変更した影
響です。帰属収入に対する人件費比率は45.4%、消費支出に対し
ては50.4%の比率となりました。2011年5月1日現在の専任教員
は314人、専任職員は166人でした。
９．教育研究経費：51億66百万円で、対前年度比0.2%の増加と
なりました。また、消費支出における構成比率は34.9%であり、
2006年度を100とした場合、その指数は106となります。このうち
減価償却費は13億50百万円、教育研究経費に占める割合は
26.1%でした。
10．管理経費：16億42百万円で、対前年度比9.7%の減少となり
ました。その消費支出における構成比率は11.1%であり、2006年
度を100とすると2011年度は122となります。
11．借入金等利息：1百万円で、前年度に比べて2百万円の減少
となりました。
12．消費収入・消費支出：基本金組入額は21億19百万円で、前
年度より8億89百万円増加しました。その結果帰属収入から基本
金組入額を控除した消費収入は143億19百万円、対前年度比
8.0%の減少となりました。一方、消費支出は人件費の減少等によ
り148億13百万円で、対前年度比21.4%の減少となりました。消
費収入から消費支出を差し引いた消費収支差額は4億93百万円

の支出超過となりました。
●資金収支計算書（図表２）
　各科目については消費収支計算書の中
で概要を説明していますので、ここでは資
金収支計算書の特有な科目のうち主なも
のについて説明します。
１．前受金収入：2012年度入学生の学生
生徒等納付金は、春学期分が2012年3月
末日までに納入されるため、2011年度の
収入とします。
２．資金収入調整勘定：期末未収入金と前期末前受金は、現金
収受が前年度または翌年度以降行われ、2011年度には資金の
流れが伴わないので控除されます。
３．施設関係支出：建物・構築物等に対する支出で、名古屋学舎
新1号館・11号館の建築工事、3号館・14号館の耐震工事、学生
歩道整備工事等を行いました。
４．設備関係支出：機器備品・図書等の取得のための支出です。
教育研究用機器備品取得のうち主なものは、情報・ネットワーク
関係機器、体育関係機器備品、教室AV関係機器等です。また、
図書の2011年度末現在の蔵書数は約131万4千冊です。
５．資金支出調整勘定：期末未払金と前期末前払金は現金支払
が前年度または翌年度以降行われ、2011年度に資金の流れを
伴わないので控除されます。

「資金収支計算書」
資金収支計算書は、当該会計年度の教
育研究活動及びその活動に付随するす
べての収入・支出の内容、並びに当該会
計年度における支払資金の収入・支出の
てん末を明らかにするものです。
「消費収支計算書」
消費収支計算書は、消費収入と消費支

出の内容を示すとともに学校法人の財政
の永続的な維持を図るため、消費収支の
均衡の有無を明らかにするものです。
「教育研究経費と管理経費」
学校事業に要する経費のうち、①総務・
人事・経理、その他これに準ずる業務の
経費②教職員の福利厚生のための経費
③教育研究活動以外に使用する施設、

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

14,967,218
407,206
7,880

520,673
208,843
225,083
69,009

2,564,635
2,873,187
△2,556,654
14,349,501
33,636,581

14,871,928
412,400
7,200

565,069
194,300
226,890
65,000

2,482,405
2,799,760

△2,531,112
14,349,501
33,443,341

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

7,337,183
3,811,986
1,413,951

1,324
115,000
3,163,463
533,480
1,583,672
1,551,435

̶
△659,650
14,784,737
33,636,581

7,357,181
4,127,285
1,492,109

1,324
115,000
3,163,603
628,151
1,583,675
1,612,004
49,503

△486,834
13,800,340
33,443,341

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

14,967,218
407,206
40,328
520,673
208,843
225,082
69,009

16,438,359
△2,119,090
14,319,269

14,871,928
412,400
7,200

565,069
194,300
226,890
65,000

16,342,787
△2,178,834
14,163,953

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
予備費
消費支出の部合計

当年度消費支出超過額

7,461,585
5,165,865
1,641,985

1,324
541,747

̶
14,812,506

493,237

7,482,303
5,477,498
1,719,450

1,324
547,178
47,796

15,275,549

1,111,596

図表２　2011年度　中京大学資金収支計算書（単位：千円）

図表１　2011年度　中京大学消費収支計算書（単位：千円）

収入の部 支出の部

消費収入の部 消費支出の部

図表3　構成比率（中京大学）

【
決
算
の
用
語
説
明
】

帰属収入

消費支出

学生生徒等納付金
91.1%

補助金
3.2%

その他
5.7%

人件費
50.4%

教育研究経費
34.9%

管理経費
11.1%

その他
3.6%

科目 予算額 決算額 科目 予算額 決算額

科目 予算額 決算額 科目 予算額 決算額
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　演劇部劇団いかづちは4月21日、22
日に皐月公演「嘘つきと煎餅くん」を上
演した。
　今回の公演では、「先が読めても泣
ける芝居」を目指し取り組んできた。
「嘘つきと煎餅くん」という台本自体、話
がわかりやすくベタな内容のものであ
ったため、見て頂く人に感動を与えるに
は、より役者の質の高い演技と効果の
使い方が重要だった。お客様にいかに
感情移入して共感して頂けるかを考え、
部員同士でアドバイスし合い、自身で
悩み、何度も練習を重ねた。
　本番は自信を持って臨むことができ
た。2日間通して152人の来場者があり、
温かい言葉を頂いたことが何よりも嬉
しかった。　（皐月公演　作・演出／総合政
策学部３年・小川　友理）

　文化会に所属する豊田キャンパスの
8団体が4月28日、第16回豊田系クラブ
発表会「トヨタの伝説～文化のトヨタフ
ォース～｣を開催した。インパクトと他団
体との調和を目指し、テーマを決めた。
　今年は天候にも恵まれ、名古屋キャ
ンパスの学生が例年にないほど多数
訪れた。約5時間に及ぶ発表会は、舞
台公演、ムービー、レクリエーション実
演、プレゼンテーション、生演奏など多
岐にわたり、訪れた観客を沸かせた。
　準備期間が3カ月と短いながら、豊
田委員会として一同団結し、発表会に
臨んだ。クラブ間の交流を生み、今後は
活発なクラブ活動へと繋がっていくと
信じている。　（豊田委員長・現代社会学部
4年・野村　有志）

学
生
の

　
　

学
習
研
究
・
文
化
活
動

左から斎藤さん、秋月さん、橋本教授

開園式で演奏

　情報科学研究科1年の秋月秀一さ
んと斎藤正孝さん（橋本学研究室）が5
月24日、情報処理学会のコンピュータ
ビジョン・イメージメディア研究会で最
優秀賞と優秀賞をそれぞれ受賞した。
斬新な発想と工場の生産ラインなどで
実用化可能な高い性能が評価された。
　秋月さんの発表タイトルは「特徴的
3-Dベクトルペアマッチングによるバラ
積み部品の高速認識」。工場で組み立
て作業に従事する知能ロボットに不可
欠な、対象物を正確に見分ける「眼」に
関する技術で、特徴的な模様や形を手
掛かりにする人間のような動作が期待
できる。
　斎藤さんの発表タイトルは「濃度共
起分析に基づく安定画素を用いた照
明変動にロバストな画像照合」。強烈
な照明変動があったとしてもIC部品な
どを安定して認識するための技術で、
毎秒15ミリという超高速と97.6%とい
う信頼性の両方を達成できた。

　経営学部は5月23日、米・ケネソー州
立大学と「ミニ国際交流プログラム」を
名古屋キャンパスで開催した。今年で
4回目。経営学部生20人とケネソー州
立大学の学生10人が参加した。
　5グループに分かれ、自己紹介と日
本の政治、歴史、習慣、食、アニメなど

のクイズ、ディスカッションを行った。英
語で十分なコミュニケーションを図る
ことは難しかったが、お互いの気持ちは
通じ、和気あいあいと90分間を過ごす
ことができた。　
　ケネソー州立大生は明るく、積極的
で、ホスト役の私たちが助けられてしま
った。今後は、ゼミ発表を英語で行うな
ど、より国際化にふさわしい人間になり
たいと思う。　（経営学部２年・篠田　陵典）

　吹奏楽団は名古屋キャンパス近隣
の川名山町内会から依頼を受け、5月
13日、子供たちの新しい遊び場と災害
時の避難場所として開設された川名山
児童公園の開園式で演奏した。
　雲ひとつない青空の下、「祝典行進
曲」、「ヘビーローテーション」、「おどる
ポンポコリン」、マーチ「ブルースカイ」
を披露。小さなお子さんからお年寄り
まで、普段は触れ合うことの少ない方
が多く参加しており、私たちの演奏を
聴いていただいた。
　4月29日には八事山興正寺で行わ
れた「八事の森の春祭り」で演奏した。
環境とエコ、森と自然をテーマに、市民・
学生・行政で盛り上げていこうというイ
ベントで、森の音楽祭のトリを務めた。
　地域の活性化に貢献できたこと、人
に楽しんでもらえたことで、演奏するこ
との喜びを実感でき、とても良い成長の
場になった。　（文学部3年・比嘉　彩由里、
心理学部3年・白井　希佳）

学習・研究活動

学会発表／情報科学研究科

生産ライン技術で最優秀賞

国際交流／経営学部

米ケネソー州立大生
　　　　　　10人と交流

皐月公演／劇団いかづち

先が読めても泣ける芝居を
文化・課外活動

地域貢献／吹奏楽団

児童公園開園式で演奏

発表会／文化会

豊田8クラブが成果披露
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ソフトボール部（男子、女子）
◆全日本大学選手権（8/31－9/3、埼玉）
準硬式野球部

◆全日本大学選手権（8/26－31、愛知）
硬式庭球部

◆全日本学生選手権（8/20－26、岐阜）
ソフトテニス部（男子、女子）
◆全日本大学対抗選手権、全日本学生
選手権（8/3－9、山口）
陸上競技部

◆日本学生対校選手権（9/9－12、東京）
◆全日本大学駅伝対校選手権
（11/4、愛知、三重）
水泳部

◆日本学生選手権（9/7－9、東京）
自転車競技部
◆全日本大学対抗選手権
（8/30－9/2、鹿児島）
アルティメット部
◆全日本学生選手権（8/29・30、静岡）
ダンス部
◆全日本高校・大学フェスティバル
（8/8－11、兵庫）

国際大会
陸上競技部

◆アジアジュニア選手権
竹内麻里子選手：800ｍ7位

全国大会　※個人種目は入賞のみ

ソフトテニス部（男子）
◆全日本大学王座決定戦　優勝
陸上競技部

◆日本学生個人選手権
棒高跳び：山本聖途選手優勝・近藤清
貴選手3位、ハンマー投げ：遠藤克弥
選手2位、走高跳び：辻七都子選手2
位、3000ｍ障害：吉川侑実選手2位、
5000ｍ：荘司麻衣選手3位

◆日本選手権
400ｍ：籾木勝吾選手4位・安井一樹
選手7位、400ｍハードル：中村明彦選
手2位・安部孝駿選手5位、棒高跳び：
山本聖途選手優勝、200ｍ：市川華菜
選手2位、走高跳び：河澄真子選手5位、
走幅跳び：桐山智衣選手8位

◆ワールドチャレンジ・ミーティングス
110ｍハードル：和戸達哉選手4位、
400ｍハードル：安部孝駿選手5位

水泳部
◆ジャパンオープン
400ｍ自由形：日高郁弥選手優勝、50ｍ
自由形：伊藤健太選手2位
フェンシング部
◆全国サーブルチャレンジカップ
味岡祐奈選手3位

◆全日本学生王座決定戦　
（男子）エペ優勝、サーブル3位、フルー
レ4位、（女子）サーブル3位
自転車競技部
◆全日本選手権ロードタイムトライアル
浅田聖奈選手ジュニア2位

◆全日本学生選手権チームロードトライアル
榊原健一選手6位

◆全日本学生ＴＲＳ・ＲＣＳ　
4km：榊原健一選手優勝

西日本大会　※団体のみ

バレーボール部（女子）
◆西日本大学選手権　3位
新体操部

◆西日本学生選手権　団体3位
バスケットボール部（女子）
◆西日本学生選手権　ベスト8
バレーボール部（男子）
◆西日本大学選手権　ベスト16

　ロンドンオリンピック（7月27日―8月12日）陸
上の日本代表選手に、本学から4選手が選ばれ
た。室伏広治選手・スポーツ科学部准教授がハ
ンマー投げ、中村明彦選手（体育学部4年）が
400ｍハードル、市川華菜選手（体育学部4年）
が4×100ｍリレー、山本聖途選手（体育学部3
年）が棒高跳びにそれぞれ出場する。また、佐藤
圭太選手（体育学部3年）がパラリンピック（8月
29日―9月9日）日本代表に決まり、Ｔ44・200ｍ、
400ｍ、4×100ｍリレーの3種目に出場する。

〈壮行会で抱負を語る〉
　代表入りした学生4選手を激励する壮行会が
7月3日に豊田キャンパスで、4日に名古屋キャン

パスで行われ、北川薫学長、高橋繁浩体育会長、
豊田市長をはじめ、集まった学生たちからエール
が贈られた。中村選手は「晴れの舞台で自己ベス
トを。トップレベルの選手を肌で感じてきたい」、
市川選手は「個々の総力を結集すれば日本記録
も夢ではない。目指すは決勝進出」、山本選手は
「予選を1回でクリアし決勝へ。しっかり調整して
臨みたい」、佐藤選手は「メダルが獲れるように
頑張る。次につながる経験と体験をしてきたい」
と、オリンピック、パラリンピックに向けての抱負
を語った。
　室伏選手はシドニー（決勝進出）、アテネ（金メ
ダル）、北京（5位）に続き4回目の五輪出場。メダ
ル獲得に期待がかかる。
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9クラブが全国大会に出場
主な戦績：5、6月 今後の主な試合予定

ロンドン五輪　　日本代表に本学4選手　パラリンピックにも

競
技
日
程（
現
地
時
間
）

ハンマー投げ（男子）
予選　8月3日　11：20～
決勝　8月5日　20：20～
400ｍハードル（男子）
予選　8月3日　11：15～
準決勝　8月4日　19：00～
決勝　8月6日　20：45～
棒高跳び（男子）
予選　8月8日　10：00～
決勝　8月10日　19：00～
4×100ｍリレー（女子）
予選　8月9日　20：20～
決勝　8月10日　20：40～
Ｔ44・200ｍ
予選　9月1日、決勝　9月2日
Ｔ44・4×100ｍリレー
予選・決勝　9月5日
Ｔ44・400ｍ
予選　9月7日、決勝　9月8日

◆
ロ
ン
ド
ン
五
輪

◆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

室伏広治選手
［ハンマー投げ］

中村明彦選手
［400ｍハードル］

市川華菜選手
［4×100ｍリレー］

山本聖途選手
［棒高跳び］

佐藤圭太選手
［200ｍ、他2種目］
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《留学先》
《期　間》
《申し込み》
《説明会》

《実施日》
《申し込み》

《実施日》
《申し込み》

●豊田キャンパス
テーマ

日　程

内　容

●名古屋キャンパス
テーマ
日　程
内　容

日　程
会　場

出　演
団　体

　3年生対象の学部別ガイダンス（秋）を10月初旬に実施し
ます。内容は同ガイダンス（春）の確認、業界職種研究や企業
エントリーの方法、キャリアセンターサポートの利用方法な
ど。日程は下記の通り。詳細は、9月3日にＡLBO、キャリアナ
ビ、Eメールで案内します。

【名古屋キャンパス】10月1日㈪～8日㈪
【豊田キャンパス】10月1日㈪～4日㈭
※両キャンパスともに全日程5限に実施

　2013年度「交換留学プログラム」および今年度秋学期に実
施する「各種英語対策講座」の申し込みの受付、説明会を下記
の日程で実施します。在学生の皆さん、語学力を磨き、グローバ
ルな人材を目指しましょう。詳細はＡＬＢＯでご確認ください。

　公務員や国家資格の対策講座、スキルアップのための各
種資格講座を、対象学年や試験の時期を考慮して、毎年20
～30講座実施しています。在学生の皆さんは、目的に合わせ
て、計画的に受講しましょう。

ＩＳＥＰ加盟校、個別協定校
2013年8月から原則1年間
～10月31日㈬
10月に、名古屋・豊田両キャンパスで実施

①9月1日㈯、②9月29日㈯、③10月20日㈯
①～8月29日㈬、②～9月26日㈬、③～10月17日㈬

10月上旬～12月中旬の間に計20回
9月下旬　《説明会》9月下旬

「陽（ひなた）」～育もう！
心と心でつながる陽（ひ）～
11月2日（金）～4日（日）
※前夜祭11月1日（木）
大人から子どもまで楽しめる
ゲームや各種企画、お笑いラ
イブ、フリーマーケットなど。

「創（そう）」
11月2日（金）～4日（日）
音楽やダンスのステー
ジ、英語によるスピーチコ
ンテスト、子ども向けの企
画、模擬店など。

8月11日（土）13：00～
日本特殊陶業市民会館ビレッジホール
【展示】漫画研究会・歴史文化研究会・美術
部・コミックアート部ユニコーン・演劇部○
BEGIN THE KID
【発表】和楽部・吹奏楽団・書道部・軽音楽部
【司会・音響】放送クラブTMP・司会放送部

芝

2012
July

未来に向けて、しなやかに適応する11学部

CHUKYO UNIVERSITY

2013年度 交換留学

ＴＯＥＦＬ®ＩＴＰ試験

ＴＯＥＩＣ®対策講座

公務員、教員、資格対策講座（9～12月開講）

中京大学祭 中京大学金山まつり
学
生
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

I N F O R M A T I O N
キャリアセンターより

学部別ガイダンス（秋）を10月初旬に実施
国際センターより

資格センターより

〈在学生へのお知らせ〉

学舎/分類

公務員 公務員（2年生専用）

FP2級（AFP）（1月受験） 

FP2級（AFP）（5月受験） 

基本情報技術者（2013年4月受験） 

FP2級（AFP）（1月受験） 

簿記2・3級（2013年6月受験）

簿記3級（4年生専用・2月受験）

12月～

キャリアアップ ビジネススキル養成 9月～

その他資格 秘書2級（11月受験） 9月～

10月～

12月～

12月～

12月～

10月～

10月～

教員（3年生専用）

教員（2年生専用）

10月～

10月～

国家資格

国家資格

教　員

その他資格

名
古
屋

豊
田

講座名 開講

4月

気づく

10月

2月

キャリアナビ（キャリアセンターHP）
イベント告知・申込・事前課題・復習、求人情報、
就活体験記、企業情報、就活ガイド、マナーなど

就職活動対策イベント（スクール形式）

学部別就職ガイダンス春

学部別就職ガイダンス秋

就職プレサイト説明会春・SPI2無料模擬試験

就職サイト説明会秋

業界・職種研究会
内定者編、OB・OG編、企業編

企業・官公庁セミナー

インターンシップ
ガイダンス・マナー講座、実施・報告会

３年生対象 キャリアセンターサポートの流れ

学ぶ

実践

自己
分析 自己PR 志望

動機
就　活
トリセツ

グループ
ディスカッション 面接

いつでも学べるシリーズ（少人数制対策講座、5～10人）
キャリアカウンセラー・学生アドバイザー

個別カウンセリング
キャリアカウンセラー・学生アドバイザー

キャリアナビ　SPI2　e-ラーニング

就職活動
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■シンポジウム
「モノづくりの哲学―新時代の工学を展望する―」
日時
会場
講師

■講演会
「世界を駆ける独創性には
　　　日本の精神美が宿る」
日時
会場

講師

日時
会場
※大学祭と同時開催

日時
会場

日時
会場
※大学祭と同時開催

※案内は10月初旬に校友会本部より送付

日時
会場

日時
会場

日時
会場

日時
会場

日時
会場

日時
会場
内容

対象

　本学は地域貢献事業（特に生涯学習）に力を入れ、市民の皆様が無料で参加できる「公開

講演会」や「美術展」、「スポーツスクール」などを多数開催しています。昨年の実績は、公開講

演会36回、美術展9回、スポーツスクール6回（9種目）。学生たちの学習、課外活動の成果発

表会なども広く案内しています。

　今号では8月から11月初旬までに開催される各種イベントを紹介。ぜひご参加ください。詳細

は、本学の公式ホームページに掲載します。

10月31日（水）15：00～18：00
名古屋キャンパス 4号館3階 431教室
橋本周司さん（早稲田大学副総長）
持丸正明さん（デジタルヒューマン工学研究センター長）
輿水大和・本学情報理工学部教授・情報科学研究科長

11月3日（土）14：00～15：30
名古屋キャンパス
センタービル6階 0603教室
三代真史さん
（ジャズ舞踊家・振付家、本学体育学部卒）

11月3日(土)10：30～15：00
名古屋・豊田両キャンパス

9月29日(土)19：00～
岐阜都ホテル

11月3日(土)11：00～15：00
名古屋・豊田両キャンパス

10月6日(土)18：00～
さいたま市・
ホテルブリランテ武蔵野

10月13日(土)18：00～
長崎市・
ＡＮＡクラウンプラザホテル
長崎グラバーヒル

10月27日(土)18：00～
松山市・
松山全日空ホテル

11月10日(土)18：00～
大津市・
大津プリンスホテル

9月24日～10月20日 9：00～17：00、日曜休館
名古屋キャンパス 4号館1階 C・スクエア

8月25日（土）・26日（日）10：00～16：00
名古屋キャンパス センタービルＧ階 ガレリア
1参加チームによるデモンストレーション、模擬競技
2ロボット工作教室
3レスキューロボットの操作体験
23は小学生以上

公開講座

アートギャラリーＣ・スクエア

ソフトサイエンスシリーズ
ホームカミングデー

全国同窓会

キャンパス見学会

支部同窓会
《埼玉県》

《長崎県》

《愛媛県》

《滋賀県》

富田 菜摘展　【立体】

ＲｏｂｏＣｕｐジャパンオープン2012
レスキューロボット  リーグキャンプｉｎ中京大学

文化・芸術・教育シリーズ

イベント
の

ご案内

イベント
の

ご案内

一
般
の
方
対
象

同
窓
生
対
象

在
学
生
の
保
護
者
対
象
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　高校の教員や受験生、保護者の皆さんに、中京大学の教育内容や学習
環境、学生支援の特徴を知ってもらおうと、入試センターは大学見学会や
進学相談会、高校での出前講義など多彩な活動を行っている。
　見学会には７月上旬までに計26校が参加、高校生や保護者ら約1,300
人が本学を訪れた。入試センターでは、来年４月に名古屋キャンパスに誕
生する「工学部」やすべての学生が海外留学や海外研修を体験する「国際
英語学部」など、11学部を擁する本学の魅力を説明。キャンパスライフを肌
で知ってもらうために、学内施設の見学や食堂体験などを実施している。
　また、進学相談会も4月下旬からスタート。12月下旬まで、北海道から沖
縄まで全国で実施する。
　一方、大学の教員や入試センター職員を高校に派遣して行う出前講義・
学部学科説明会は、7月上旬までに26校で実施。さらに高校生の段階から
将来の職業や進路について考えてもらう「キャリアデザイン講演」も20校、
約5,000人に対して実施した。
　いずれも、年間を通して申し込みを受け付けている。

　受験生らに本学の魅力を知ってもらおうと、「オープンキャン
パス」が７月１４、１５日の両日、名古屋キャンパスで行われ、２日
間で延べ約７,３００人（うち保護者が１,000人）が来場、模擬授
業を受けたり、教員や学生らの研究発表に耳を傾けたりした。
　来春、誕生する工学部では、機械システム工学科など４学
科の取り組みを紹介、学部相談・研究コーナーではロボットの
実演も行われ、受験生らは興味深げに見入っていた。

次回オープンキャンパスは
９月１６日（日）、豊田キャンパスで開催
対象学部：現代社会学部、工学部、スポーツ科学部

高校生らでにぎわう総合案内のガレリア

2012
July

未来に向けて、しなやかに適応する11学部

CHUKYO UNIVERSITY

人気集める見学会や出前講義

受験生らが模擬授業に参加
オープンキャンパスに７,３００人

教育・学習環境を紹介

る 1 1 学 部 ・ 1 8 学 科

前
期
日
程
入
試

後
期
日
程
入
試

Ａ方式

得意科目重視型ＣＰ方式

Ｆ方式

センター試験利用方式

Ｍ方式

センター試験利用方式
3科目型

センター試験利用方式
4科目型／5科目型

全学部

全学部

1月7日月～1月23日水

1月7日月～1月17日木

1月7日月～1月23日水

1月7日月～1月23日水

1月7日月～2月1日金

2月18日月～2月25日月

2月18日月～3月8日金

1月24日木

1月18日金

1月24日木

1月24日木

2月4日月

2月26日火

3月11日月

1月7日月
～1月24日木

1月7日月
～1月24日木
1月7日月
～1月24日木
1月7日月
～2月4日月
2月18日月
～2月26日火
2月18日月
～3月11日月

1月7日月
～1月18日金

2月5日火
2月6日水
2月8日金

2月1日金

2月7日木

個別試験は
課さない

個別試験は
課さない

3月7日木

2月9日土

2月18日月

3月18日月

試験区分 実施学部
郵送（消印有効） 窓口受付日 ネット出願

試験日 合格発表日
出願期間

地区
北海道 金 札幌 札幌パークホテル

関　東 金 横浜 アートフォーラムあざみ野◎

北　陸

静岡県

水 金沢 金沢駅もてなしドーム

金 富山 ANAクラウンプラザホテル富山
木 福井 フェニックス・プラザ

金 浜松 アクトシティ浜松

岐阜県

愛知県

金 岐阜 じゅうろくプラザ

土 名古屋 名古屋国際会議場
日 名古屋 名古屋国際会議場
金 名古屋 吹上ホール
土 名古屋 ウインクあいち
土 名古屋 ウインクあいち

三重県

中国
九州

日 四日市 じばさん三重

土 広島 NTTクレドホール
月 福岡 ソラリア西鉄ホテル

8/24

8/3

9/12

9/14
9/13

9/7
土 静岡 ツインメッセ静岡12/15

8/31

9/22

火 名古屋 ウインクあいち◎7/31

9/23
10/5
10/6
12/22

土 豊橋 名豊ビル（豊橋グランドホテル）9/8

9/9

8/25
9/24

注：◎はスポーツ科学部対象の相談会です。

開催日 開催地 会　場

今後の進学相談会の日程・会場
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　Ａ方式

　最もスタンダードな入試のＡ方式は、試験科目が3教科の3教科型となっている(ス
ポーツ科学部は実技試験不要の2教科型で実施)。成績上位者には奨学金を給付す
る。4日間の試験日を設けており、また同一日3学科までの併願が可能（文学部除く）。

　Ｍ方式

　3教科型、2教科型があり、全問マークシート方式で出題される。2教科型は得点
の高い科目の配点が2倍に換算される。3教科型と2教科型の併願が可能で、また、
各教科型とも最大3学科まで併願できる。

　得意科目重視型センタープラス方式

　センター試験の2教科（必須1教科と高得点1教科、配点は各100点）に、本学独
自の1教科（200点）を加える。国語重視型、英語重視型、数学重視型の3パターン
から選択でき、得意教科を生かせる。同じ教科型での併願が3学科までできる。

　センター試験利用方式

　3科目型、4科目型、5科目型を実施。いずれもセンター試験後に出願ができ、複
数学科の併願が可能。出願書類とセンター試験結果で合否判定する。

　推薦・ＡＯ入試

　推薦入試は、公募制の一般推薦、一芸一能の特Ⅰ、指定校推薦の特Ⅱ、専門高
校特別推薦の特Ⅲの四種類がある。
　ＡＯ入試は学部により出願資格が異なる。

　中京大学の2013年度入試

日程が決まった。ＡＯ（アドミッ

ション・オフィス）入試が10月

に、推薦入試が11月中旬から

スタートする。メーンの前期日程

入試は2月1、5―9日、後期日

程入試は3月7日に実施する。

　推薦、前期・後期日程入試

ともスタンダードな試験のほか、

受験生の得意分野を生かす

方式も用意している。受験生

のニーズに合わせ、多様な受

験機会を設けている。

　試験区分別の特徴は次の

通り。教科・科目や出題範囲、

配点、併願の可否、試験会場

など、各区分、方式により異な

るので、詳細は「入試ガイド」

「入試要項」を参照。

総数
31,850名

前期日程
81.4％

後期日程
9.4％

推薦・AO
8.3％

特別 0.1％
附属校・併設校 0.8％

前期日程
75.5％

後期日程
9.2％

推薦・AO
13..0％

特別 0.1％
附属校・併設校 2.2％

総数
11,724名

昨年の合格者
（入試別の内訳）
昨年年の合の合格者
（入試試別の内の内訳）

昨年の志願者
（入試別の内訳）

入
試
日
程
決
ま
る

２
０
１
３
年
度

多 様 な 個 性 が 集 結 す

お問い合わせ先中京大学入試センター （直）TEL.052-835-7170.7173入試に関する詳細は、入試要項を参照してください。

試験区分

ＡＯ入試

推
薦
入
試

公募制一般

特Ⅰ

特Ⅱ

特Ⅲ

実施学部

国際英語（国際英語）・
国際教養・総合政策

国際英語（英米文化）

スポーツ科

全学部
※スポーツ教育・競技スポーツ科学科以外

スポーツ科
（スポーツ教育・競技スポーツ科学科）

文・現代社会・法・工
総合政策・経済・経営

全学部  ※競技スポーツ科学科以外

経済・経営
工

郵送（消印有効）

9月11日火～9月19日水

10月22日月～11月5日月

10月22日月～11月12日月

10月22日月～11月5日月

窓口受付日

9月20日木

11月6日火

11月13日火

11月6日火

ネット出願

実施せず

実施せず

試験日 合格発表日

一次 書類審査
二次 10月13日土 一次 10月6日土

二次 10月26日金一次 書類審査
二次 10月20日土
12月1日土 12月5日水

11月23日㊗ 12月1日土

12月1日土 12月5日水

11月23日㊗
11月17日土
11月23日㊗
11月17日土
11月23日㊗

12月1日土

出願期間2
0
1
3
年
度 

学
部
入
試
日
程
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　機械や電化製品、電子機器を動かしている電気・電子の原理
を学び、回路設計、制御技術、通信ネットワークなどへの応用を
研究する。
　電気工学分野、電子工学分野、半導体・物性分野、情報通信
分野を網羅したカリキュラムが特徴で、1年次後期から3年次前
期にかけて4つの実験科目｢物理学実験」「電気電子工学実験
１、2、3｣を配し、使える知識を身体で覚える実践的教育を展開
する。

履修モデル
❶メカをエレクトロニクスで制御する技術を修得する「制御・
メカトロニクスモデル」❷電子回路、半導体の設計・開発技
術を修得する「エレクトロニクスモデル」❸次世代ネットワー
ク、無線通信技術を修得する「通信モデル」

　産業や生活空間の場で、人とコンピュータをつなぎ、
人と機械の対話を円滑にするためのインターフェイスや
アプリケーションなどのメディア技術を学ぶ。
　ネットワークの構築・運用やアプリケーションソフトの
開発、コンテンツ制作のための基盤能力とデザイン能
力、メディア情報処理システムの設計や開発など、メディ
アテクノロジとメディアデザインに関する基礎知識と基
本技術を身に付ける。展開科目には、映像メディア系と
して基礎、Digital Art、CGが、映像処理系としてCG、画
像処理、Computer Visionがある。

履修モデル
❶ＩＴメディアによる情報の表現技術を修得する「メ
ディア技術モデル」❷デザイン、映像技術を修得す
る「メディアアートモデル」

　コンピュータを動かすプログラミング技術をベース
に、ネットワークで結ばれた時代に即応できる情報シス
テムの設計、実装、運用に携わる人材の養成を目指す。
具体的には、ソフトウェア開発、情報処理環境の機能と
運用、情報処理技法の設計と評価、分散システムの設
計や開発などを学ぶ。
　展開科目として、ソフトウェアシステム系、ネットワーク
系、ハードウェア系、情報工学系がある。

履修モデル
❶ソフト、ハード両面の知識を習得する「コンピュー
タエンジニアモデル」❷高度なソフトウエアの開発
技術を修得する「システム・ソフトウエアエンジニアモ
デル」❸ネットワークの最先端技術を修得する「ウェ
ブ・ネットエンジニアモデル」

●機械システム工学科　●電気電子工学科
名古屋キャンパス

●情報工学科　●メディア工学科
豊田キャンパス

2012
July

未来に向けて、しなやかに適応する11学部

CHUKYO UNIVERSITY

電気電子工学科

メディア工学科

電気、電子工学に加え半導体、情報通信分野も
システム制御

電子回路

通信工学

映像

主なフィールド

自動車を例にすると

ステアリング
制御ユニット

主なフィールド

自動車を例にすると

ボディデザイン

音響

創造表現

人と機械の対話を円滑にするメディア技術

情報工学科
情報システムの設計、実装、運用

づくり」と「ＩＴ」教育
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　ものづくり技術を総合的に学習することで、先
進的な機械システムの構築と、その性能や安全
性を判断、評価できる知識、技術を修得する。
　機械の仕組み、ロボット・機械装置の製作、シ
ステムの設計、制御・情報技術等を、実験、実習、
卒業研究へと段階的に、ものづくり体験を通して
学んでいく。
　実験実習系科目として｢工学基礎実験 (体験・
シミュレーション)｣｢機械設計製作1(構造、設
計、CAD)｣｢機械設計製作2 (回路、制御、解析)｣
がある。

履修モデル
❶機械工学と制御技術を修得する「メカトロ
ニクスモデル」、❷工学理論と生命体の構
造知識を修得する「ロボティクスモデル」、❸
トータル生産システムの構築、知識・技術を
修得する「自動化システムモデル」

オープンキャンパスで高校生らに工学部を紹介する井口学部長

　本学は2013年4月、最先端の「ものづくり」と「ＩＴ」の教育
研究を融合した新たな学部、工学部を開設する。ものづくり技
術を総合的に学ぶ機械システム工学科、電気・電子工学に
加えて半導体、情報通信分野も学ぶ電気電子工学科、情報
システムの設計、実装、運用を学ぶ情報工学科、人と機械の
対話を円滑にするメディア技術を学ぶメディア工学科の4学
科体制でスタートする。

　教育の特徴は、体験型教育の充実と基礎学力の保証
にある。
　1・2年次から実験、実習を重ね、プロジェクト研究、卒業
研究へと段階的につなげていく。設計（Plan） 組立・プログ
ラミング・開発（Do） 試作・テスト（Check） 改良
（Action）のＰＤＣＡサイクルを繰り返すことで、技術力ととも
に、課題発見力、問題解決力などを身に付け、実践力のある
職業人を育成する。
　基礎学力を保証するために、数学系科目や物理学、各専
門分野の基礎科目、基幹科目の多くを必修化。各年次に進
級要件を設けている。また、効果的、効率的に学習を進める
ことができるよう履修モデルを提案し、学生たちに科目選
択の方向性を示している。

　本学は、情報理工学部を発展的に改組転換した工学部
設置に関する届出書類を4月に文部科学省に提出。6月25
日に受理され、正式に開設が決まった。設置キャンパスは、
ものづくり系の機械システム工学科、電気電子工学科が名
古屋に、ＩＴ系の情報工学科、メディア工学科が豊田にな
る。定員は各80人（メディア工学科のみ60人）。

機械システム工学科

ロボット工学

機械工学

生産加工

ハードウエア

アプリ
ケーション

ネットワーク

主なフィールド

自動車を例にすると

高効率エンジン
の開発

主なフィールド

自動車を例にすると

カーナビゲー
ションシステム

ものづくり技術を総合的に学習する

名古屋、豊田のキャンパスに各2学科を設置

「工学部開設に向け、一昨年の９月から準備に奔走し
てきました。学生たちが卒業する時に、どれだけの力
（知識、技術力、応用力、そして人間力）を身につけるこ
とができるか。きめ細かな教育を実現するカリキュラム
と、指導体制の充実を目指し、議論を重ねてきました」
「学生たちの生き生きと意見交換する姿、研究に没頭
する様子、実験が成功した時の満面の笑み。授業は
本当に楽しい。『Face to Face』。教育の基本は、学
生との対話を大切にすることだと考えています」
「『愛深ければ成すこと多し』を信念に、新たな環境の
下で温もりのある教育を進めていきます」

井口 弘和 工学部長（予定）
　専攻分野　感性工学

学部長インタビュー

学生と教員の対話を大切に
Face to Face

2013年4月 『工学部』を開設 最先端の「もの
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未来に向けて、しなやかに適応する11学部

C H U K Y O  U N I V E R S I T Y

〈写真〉上から、
◆ロンドン五輪、パラリンピック壮行会で決意を語った4選手
　（右から中村選手、市川選手、山本選手、佐藤選手）
◆4大会連続出場で、メダル獲得に期待がかかる室伏選手
◆オープンキャンパス：高校生に研究成果をプレゼンする学生たち

2013年度 入試日程決まる

イベント案内

ロンドン五輪日本代表に
本学4選手

パラリンピックに佐藤圭太選手（体育学部3年）

●ハンマー投げ　室伏 広治選手（スポーツ科学部准教授）
●棒高跳び　山本 聖途選手（体育学部3年）
●400ｍハードル　中村 明彦選手（体育学部4年）
●4×100ｍリレー　市川 華菜選手（体育学部4年）

●200ｍ、400ｍ、4×100ｍリレー

●「ものづくり」と「情報技術（ＩＴ）」を融合した教育研究
●機械システム、電気電子、情報、メディアの4学科体制

2013年4月、工学部を開設


